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【論文内容の要旨】

 本論文では、台湾の家族写真・家庭アルバムを対象として取り上げ、その歴史的・

民俗的事象を分析するとともに、家庭アルバムから浮かび上がる、台湾の人々の抱い

ている家に対する心性、および家や家族にまつわる記憶、その社会的機能の変遷プロ

セスを考察する。その際には、複数の家庭アルバムと結婚写真アルバムを資料として

表象分析を行ない、さらにアルバムの所有者に対する聞き取り調査を通して、その語

りと記憶を考察することによって、家庭アルバムに保存された写真のもつ文化史的な

意義を解明することを目指している。 

序論では、台湾における家族写真・家庭アルバムに関する数少ない先行研究を検討

し、本研究の位置づけと研究方法・課題を設定する。第 1 章では、台湾の写真史、写

真館の設立・写真師の育成のプロセスをたどり、1898 年に創刊された『台湾日日新報』

の広告から、日本植民地時代の写真館の実態を探る。台湾において、撮影活動が本格

化しはじめたのは日本植民地時代からであり、1920 年代以降、写真撮影を職業にする

台湾人が増加し、1930 年代に写真館が繁盛して、家族写真が撮影されていったことを

明らかにしている。台湾の写真史の展開を踏まえ、第 2 章では、台湾の家庭アルバム

を事例として取り上げて、実例の分析と聞き取り調査により、家庭アルバムの作製に

おいては、家や家族に対する親密な感情や歴史の記憶が再生もしくは再構成されてい

ることを考察した。 

次いで、第 3 章では、台湾の家族写真の原点である先祖の肖像画と関連させながら、

複数の家庭アルバムを比較しながら分析し、家族の集合写真から次第に結婚写真と子

供の写真が増えていき、1980 年代からは「婚紗照」という新型結婚写真撮影が現われ、

急激に量が膨大化して、家庭アルバムから結婚写真が分離され、独立した結婚写真ア

ルバムが作製されていくという特徴を明らかにしている。 

こうした現状を踏まえ、第 4 章と第 5 章では、結婚写真をフォーマルな結婚写真と

インフォーマルな結婚写真とに分けて分析する。第 4 章では、フォーマルな結婚写真、

いわゆる新型結婚写真に焦点を合わせて、台湾の結婚写真における表象の変遷をたど



り、時間の経過とともに変容していく形態や社会的機能を明らかにする。第 5 章では、

結婚儀礼の最中に撮影されたインフォーマルな結婚写真を分析対象としている。写真

として撮影した場面、また結婚式をとりまく人々の視線を分析して、台湾の結婚儀礼

における民俗の存続と変容について考察している。そして、結婚写真アルバムを作製

して保存していくなかで、当事者や家族メンバーの間で「記憶のコミュニティー」が

生成されていることを明らかにしている。終章では、これまで述べてきた家族写真・

家庭アルバムの歴史的・文化的な展開をまとめて、本研究の意義および今後の課題と

展望を述べて締め括っている。 

【論文審査の結果の要旨】 

本論文は、これまであまり行なわれてこなかった台湾の家族写真・家庭アルバム研究を

大きく飛躍させている。特に、数多くの家族写真・家庭アルバムの所蔵者のもとを訪ねて、

それを借りたりコピーしたりして、資料として収集するとともに、その所蔵者に対して聞

き取り調査をすることによって、家族写真・家庭アルバムの歴史的・文化的な展開プロセ

スを跡づけて分析したところが、本論文の大きな特徴であるといえる。以下、本論文で評

価できる点について記していこう。 

第一に、植民地時代の写真を分析して、祭祀・礼拝の対象になっている先祖肖像画

を台湾での写真の原点として位置づけ、椅子や机、縁起物の配置に見られる座り方か

ら構図まで、先祖肖像画の影響を受けた高齢者の写真が撮影され、先祖肖像画と同じ

く祭祀・礼拝の対象になっていたことを図版資料を用いて明らかにしている。第二に、

家族写真を家庭アルバムへと整理・編成する過程を聞き取り調査に基づいて分析し、

表象分析から集合的記憶論へと論点を展開していることは、写真研究を一層進展させ

たということができる。家族写真の家庭アルバムへの保存・整理、そして再編成は過

去の記憶・感情を甦らせ、また結婚写真も含めた家庭アルバムを他の人と見て語り合

うことを通じて、相互に記憶やコミュニケーションを活性化させ、記憶や思い出を他

者と分かち合うことができ、記憶のコミュニティーが生成されるとする指摘はすぐれ

ている。第三に、家庭アルバムから独立して結婚写真アルバムが作製されていくとい

う指摘は興味深いものである。また結婚写真を旧型結婚写真と新型結婚写真に分けて、

両者の表象の相違を分析するとともに、社会的な機能の相違、そして民俗的な結婚儀

礼の変化も分析して、結婚写真の変容をすぐれて鮮やかに浮き彫りにして、そこから

民族的心性の持続と変容を明らかにしていったことは評価できる考察だといえよう。 

本論文では、何よりも収集した数多くの写真を資料として掲載することによって、

課題を実証的・歴史的に検証したところは、文化史研究としてすぐれた成果である。

先に記したように、家庭アルバム・結婚写真アルバムを通じた「記憶のコミュニティ

ー」の生成に関する指摘は評価できるが、さらに掘り下げて分析する必要がある。ア

ルバムの再編成の際には、記憶自体を再構成して、自分の物語をあらためて再構築す

ることも大いにあるからである。また、アルバム所蔵者の階層に関する分析にも留意

する必要がある。だが、こうした残された課題はもとより本論文の意義を損なうものでは

なく、今後の研究を深化させていくうえでの課題と考えられるべきものである。よって、

本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものであると認定する。 


